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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて籀

親
し
ま
れ
て
お
り
、
運
動
の
苦
手
な
生

徒
に
も
馴な

染じ

み
や
す
い
運
動
で
あ
る
。

　

ま
た
、
合
気
道
は
受
身
の
習
熟
度
に

合
わ
せ
て
技
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
安
全
に
稽
古
を
行
う
た
め
に
力
を

加
減
す
る
こ
と
の
判
断
力
や
思
い
や
り

の
心
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し

て
技
を
か
け
る
側
か
ら
は
攻
撃
を
し
な

い
と
い
う
稽
古
の
あ
り
方
は
、
相
手
の

攻
撃
の
状
況
に
対
応
す
る
能
力
を
身
に

付
け
、
相
手
を
尊
重
す
る
態
度
を
身
に

付
け
る
面
で
も
効
果
的
で
あ
る
。
相
手

と
心
を
合
わ
せ
て
自
分
の
心
、
技
を
磨

く
と
い
う
特
性
を
味
わ
う
こ
と
で
楽
し

く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

生
徒
の
実
態

　

全
体
と
し
て
は
、
元
気
に
明
る
く
学

校
生
活
を
送
っ
て
お
り
、
運
動
に
対
し

て
も
真
面
目
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
。
授
業
に
臨
む
姿
勢
も
大
変
真
面
目

で
指
示
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
一
生
懸

命
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

少
人
数
の
集
団
の
た
め
、
一
人
一
人

に
指
導
で
き
る
時
間
や
支
援
が
で
き
る

時
間
は
他
の
学
校
に
比
べ
る
と
格
段
に

多
い
。
そ
の
分
そ
れ
ぞ
れ
の
苦
手
な
動

き
を
指
摘
し
、
得
意
な
面
を
評
価
し
、

外
部
指
導
員
の
活
用
例
　
合
気
道

　

本
校
は
合
気
道
開
祖
・
植
芝
盛
平
が
合
気
道
を
創
始
し
た
京
都
府
綾
部

市
に
所
在
し
て
お
り
、
平
成
24
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
中
学
校
保
健
体
育
科

に
お
け
る
武
道
の
必
修
化
に
あ
た
っ
て
、
綾
部
市
合
気
道
協
議
会
か
ら
本

校
の
保
健
体
育
科
授
業
に
お
い
て
合
気
道
授
業
の
実
施
を
要
望
さ
れ
た
。

　

実
施
に
あ
た
り
、
校
長
と
保
健
体
育
科
教
員
が
合
気
道
道
場
に
通
っ
て

習
っ
た
が
、
授
業
に
は
同
協
議
会
よ
り
外
部
指
導
員
の
派
遣
を
依
頼
し
、

主
に
手
本
の
披
露
や
グ
ル
ー
プ
学
習
時
の
指
導
を
お
願
い
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
は
植
芝
守
央
合
気
道
道
主
の
前
で
生
徒
た
ち
が
演
武
を
披

露
す
る
機
会
を
得
ら
れ
、
生
徒
た
ち
に
は
素
晴
ら
し
い
経
験
と
な
っ
た
。

綾
部
市
立
上
林
中
学
校
教
諭　

伊
藤　

大
介

■
シ
リ
ー
ズ
■

中
学
校
武
道

授
業
の
充
実
に
向
け
て
籀

合
気
道
発
祥
の
地
・
綾
部
市

　

現
在
、
メ
ジ
ャ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
や
武

道
は
、
勝
利
至
上
主
義
、
商
業
主
義
に

よ
る
弊
害
も
見
ら
れ
る
状
況
が
あ
る
。

　

本
来
ス
ポ
ー
ツ
や
武
道
と
は
勝
利
を

目
指
し
、
自
己
の
鍛
錬
に
取
り
組
む
過

程
に
お
け
る
自
己
の
精
神
的
、
体
力
的

成
長
が
大
き
な
目
的
で
も
あ
る
。
そ
れ

と
共
に
相
手
を
倒
し
、
負
か
す
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
相
手
を
尊
重
し
、
他
者

と
協
調
し
な
が
ら
自
己
の
鍛
錬
に
取
り

組
む
こ
と
に
重
要
な
点
が
あ
る
。
合
気

道
は
、
後
述
の
要
素
を
生
徒
が
身
に
付

け
る
上
で
大
変
有
効
な
武
道
で
あ
る
。

　

合
気
道
は
開
祖
・
植う
え

芝し
ば

盛も
り

平へ
い

が
若
年

よ
り
幾
多
の
武
術
に
触
れ
、
求
道
の
結

果
、
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
植
芝

は
、
京
都
府
綾
部
市
に
お
い
て
「
植
芝

塾
」
を
開
設
し
、
精
神
的
な
修
行
と
肉

体
的
な
修
行
に
励
み
「
合
気
武
術
」
を

生
み
出
し
た
。
合
気
道
発
祥
の
地
で
あ

る
綾
部
市
に
お
い
て
体
系
化
さ
れ
た
武

道
で
あ
る
合
気
道
に
親
し
む
こ
と
は
、

意
義
深
い
こ
と
で
あ
る
。

　

合
気
道
の
技
能
の
体
系
や
試
合
形
式

が
な
い
稽
古
法
は
、
人
間
形
成
の
重
要

な
教
育
的
方
法
と
し
て
多
く
の
人
々
に

１ ２合
気
道
授
業
の
意
義

と
生
徒
の
実
態

外
部
指
導
員
導
入
の

経
緯

３ ４ ５ ６合
気
道
の
魅
力

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

７○
○
○
○
○
○

８○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

指
導
後
に
感
じ
た

成
果
と
課
題

合気道授業の様子

ほ
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
少
人

数
ゆ
え
に
支
援
し
て
も
ら
っ
て
や
る
こ

と
が
当
た
り
前
の
環
境
に
あ
り
、
自
分

自
身
で
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
意
欲
、

創
造
に
欠
け
る
面
が
あ
る
。
言
葉
で
指

導
す
る
、
見
本
を
見
せ
る
、
や
ら
せ
て

み
る
、
考
え
さ
せ
る
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
、
追
求
す
る
。
そ
う
い
っ
た
段
階

の
見
極
め
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
指
導

し
て
き
た
。

本
物
の
技
を
生
徒
に
披
露
す
る

　

武
道
必
修
化
に
伴
い
、
合
気
道
発
祥

の
地
で
あ
る
綾
部
市
に
お
い
て
合
気
道

授
業
を
保
健
体
育
科
で
取
り
入
れ
て
ほ

し
い
と
い
う
綾
部
市
合
気
道
協
議
会
か

ら
の
要
望
を
受
け
、
平
成
22
年
度
は
保

健
体
育
科
教
員
が
道
場
に
通
っ
て
、
合

気
道
を
学
び
、
平
成
23
年
度
よ
り
外
部

指
導
員
と
の
連
携
授
業
を
行
っ
て
き

た
。

　

始
め
は
ま
だ
見
ぬ
合
気
道
に
正
直
な

と
こ
ろ
不
安
を
感
じ
て
い
た
。
真
冬
の

夜
、
校
長
と
と
も
に
道
場
に
通
い
、
稽

１ ２合
気
道
授
業
の
意
義

と
生
徒
の
実
態

外
部
指
導
員
導
入
の

経
緯

３ ４ ５ ６合
気
道
の
魅
力

◯
◯
◯
◯
◯
◯
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◯
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○
○
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○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

指
導
後
に
感
じ
た

成
果
と
課
題
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　単元計画（全 10時間）

次 時 指導内容 学習活動 指導上の留意点

評　　　　価

評価規準
（観点）

〈評価方法〉

十分満足できると判
断される状況

努力を要する状況へ
の手立て

１ １

礼法
後ろ受身
基本動作の正しい理
解

合気道の学習の仕
方や練習方法を学
ぶ。

授業の進め方や約
束事項を確認し、生
徒が見通しを立てて
学習できるようにす
る。

合気道の歴史や特
性、礼法の重要性
について理解してい
る。

（知識・理解）
〈学習カード〉

歴史や特性、礼法
の重要性について理
解し的確に書き出し
ている。

資料や映像を示し、
視覚的に分かりやす
く指導する。

２

２

礼法
後ろ受身
自発的な行動

合気道に必要な基
本動作と対人的技
能を身に付けて楽し
む。

動作の一つ一つを
視覚的に分かりやす
く理解させる。

礼儀正しい態度で関
心を持って学習に臨
み、合気道を学ぼう
としている。

（関・意・態）
〈観察〉

合気道に強い関心を
持ち、率先して礼儀
正しい態度で積極的
に学ぼうとしている。

それぞれの動きを視
覚的に説明する。

３

「取り」と「受け」
の役割
受身の楽しさ

合気道に必要な基
本動作を身に付け
る。
受身の定着を図る。

二人で息を合わせて
行うことの重要性を
理解させる。

対人的技能と関係
する基本動作ができ
る。

（技能）
〈観察〉

対人的技能を「受
け」「取り」両方で
正しくすることができ
る。

生徒に分かりやすい
表現で、視覚的に
説明する。

４

逆半身片手取り隅落
とし
膝行の動作

逆半身片手取り隅落
とし膝行を段階を踏
んで練習する。

一つ一つの動作を
分解して号令をかけ
ながら練習させる。

新しい技を習得する
喜びを味わい、合気
道を楽しもうとしてい
る。

（関・意・態）
〈観察〉

積極的に技を身に付
け、合気道を楽しもう
としている。

安全に行う方法を丁
寧に示し、恐怖心を
なくさせる。

５
（
本
時
）

逆半身片手取り隅落
とし
技のポイントを整理

他の人の動きを見な
がら技能を身に付け
る。

動きを見るときのポイン
トを視覚的に分かり
やすく示す。

他の人の動きを見る
ことでそれぞれの技
のポイントに気付いて
いる。

（思考・判断）
〈学習ノート観察〉

受けの体勢の崩れ
る位置を自分で発見
し、技を行っている。

１つ１つの動きを分け
て号令をかけながら
練習を行わせる。

３

６

相半身片手取り小
手返し
安全に配慮した行動

相半身片手取り小
手返しを段階を踏ん
で練習する。

安全にできるように簡
単な動作から行わせ
る。

自他の安全に留意し
て行動しようとしてい
る。

（関・意・態）
〈観察〉

相手を尊重し、息を
合わせて稽古を安全
に行おうとしている。

最後まで手を離さず
に、対人技能の中
で受身の練習を繰り
返させる。

7

相半身片手取り小
手返し
転換動作

相半身片手取り小
手返しの動き方やポイ
ントについて考える。

一つ一つの動作を
分解して号令をかけ
ながら練習させる。

技を習得するための
課題を見付け、練習
の仕方を工夫してい
る。 

（思考・判断）
〈観察〉

技を習得するための
課題を積極的に見付
け、受けと取りで息
を合わせて練習して
いる。

1 回ごとに簡単なポイ
ントに絞って練習させ
る。

8

いろいろな相手と練
習
合気道の楽しさの理
解

これまで習得した技
を反復し、様々なペ
アで行う。

相手が変わっても互
いの息を合わせるこ
との大切さを理解さ
せる。

互いに双方の動きの
大切さを理解し練習
をしている。

（知識・理解）
〈観察〉

二人の呼吸を合わ
せ、互いに双方の動
きの大切さを理解し
練習をしている。

「受け」が相手の
動きに合わせて動くよ
うに指導する。

9

個人技能の向上
演武

演武の方法について
知り協力して練習す
る。

演武を行うために、
相手や他の組と協力
しながら意欲的に練
習させる。

仲 間と協 力し、 考
え、教え合いながら
課題の解決に向けた
方法を身に付けてい
る。

（思考・判断）
〈観察〉

仲間と協力し、相手
の不十分な点を教え
ながら、課題の解決
に向けた方法を見付
けている。

技能の高まっている
生徒に支援をさせる。

４ 10

演武
技のポイント整理と理
解

技のポイントを理解
したうえで演武を行
い、より高い技術を
身に付ける。

互いの技を見合うこ
とで良い面を評価さ
せる。

演武を通して基本動
作、対人的技能を正
しく行うことができる。

（技能）
〈観察〉

基本動作を習得し、
正しい対人的技能が
身に付いている。

具体的に良い動きに
ついて示す。

※（関・意・態）･･･ 運動や健康・安全の関心・意欲・態度
　（思考・判断）･･･ 運動や健康・安全についての思考・判断
　（技能）　　　　･･･ 運動の技能
　（知識・理解）･･･ 運動や健康・安全についての知識・理解

を
行
い
、
実
際
の
動
き
を
見
せ
る
と
き

に
は
、
外
部
指
導
員
に
演
武
を
行
っ
て

も
ら
っ
た
。
ま
た
グ
ル
ー
プ
別
の
学
習

で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
に
外
部
指
導
員
１

名
ず
つ
入
っ
て
も
ら
い
、
指
導
を
し
て

い
た
だ
い
た
。

　

外
部
指
導
員
の
指
導
に
よ
っ
て
、
生

徒
の
意
欲
を
大
変
よ
く
引
き
出
す
こ
と

が
で
き
た
。
19
人
に
対
し
て
３
人
の
外

部
指
導
員
が
授
業
に
参
加
し
た
の
で
、

生
徒
６
、
７
人
に
対
し
て
１
人
と
い
う

体
制
で
指
導
で
き
た
こ
と
で
丁
寧
な
と

こ
ろ
ま
で
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

外
部
指
導
員
の
演
武
を
見
せ
る
こ
と
で

生
徒
の
意
欲
の
高
ま
り
に
つ
な
が
っ

た
。
ま
た
、
外
部
指
導
員
と
十
分
な
打

ち
合
わ
せ
の
上
、
授
業
を
行
う
こ
と
で

生
徒
に
何
を
学
ば
せ
た
い
か
を
外
部
指

導
員
に
十
分
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
だ
と
感
じ
た
。

演
武
会
で
生
徒
が
演
武
を
披
露

　

１
限
目
が
大
切
な
の
は
ど
の
単
元
で

も
同
じ
で
あ
る
が
合
気
道
で
は
、
初
め

古
に
励
ん
だ
。
冷
た
い
畳
の
上
で
初
め

て
投
げ
ら
れ
た
感
覚
や
二に
き

教ょ
う

、
三さ
ん

教き
ょ
うと

い
っ
た
技
を
受
け
た
と
き
は
衝
撃
的
だ

っ
た
。
体
の
関
節
、
つ
く
り
や
動
き
を

元
に
考
え
ら
れ
た
巧
妙
な
武
道
だ
と
感

じ
た
。

　

授
業
に
取
り
入
れ
て
い
こ
う
と
取
り

組
み
始
め
た
当
初
、
合
気
道
と
い
う
武

道
を
あ
ま
り
理
解
で
き
ず
、
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
の
取
組
で
難
し
い
点
が
多
く

あ
っ
た
。
外
部
指
導
員
と
し
て
綾
部
市

合
気
道
協
議
会
の
４
名
の
先
生
方
に
も

お
世
話
に
な
っ
た
。
長
年
稽
古
に
励
ん

で
こ
ら
れ
た
技
が
披
露
さ
れ
た
と
き
、

生
徒
た
ち
の
目
が
輝
き
、
未
知
で
あ
っ

た
合
気
道
へ
の
憧
れ
や
挑
戦
心
が
生
ま

れ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

授
業
時
の
役
割
分
担

　

基
本
的
に
は
、
保
健
体
育
科
で
Ｔ
１

　単元の評価規準

運動への関心・意欲・態度
運動について
の思考・判断

運動の技能
運動について
の知識・理解

合気道の特性や成り立ちに関心を持ち、
積極的に取り組むとともに、相手を尊重
し、伝統的な行動の仕方を守ろうとして
いる。安全に留意して互いに協力して稽
古しようとしている。

技を習得するための
課題を見付け、課題
に応じた稽古の仕方
を工夫している。

基本動作や相手の動
きに応じながら対人
的技能や受身ができ
る。対人的技能を用
いて演武することが
できる。

合気道の特性や伝統
的な考え方、技の名
称や行い方などを理
解している。

１ ２合
気
道
授
業
の
意
義

と
生
徒
の
実
態

外
部
指
導
員
導
入
の

経
緯

３ ４ ５ ６合
気
道
の
魅
力

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

７○
○
○
○
○
○

８○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

指
導
後
に
感
じ
た

成
果
と
課
題

外部指導員が手本を示した
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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて籀

る
側
面
も
あ
る
。

　

合
気
道
は
、
自
分
か
ら
攻
撃
す
る
の

で
は
な
く
相
手
の
力
を
生
か
し
て
、
合

理
的
に
相
手
を
崩
し
て
い
く
武
道
だ
と

思
っ
て
い
る
。
ま
た
技
を
高
め
て
い
く

上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
相
手
と
の
呼

吸
を
合
わ
せ
る
こ
と
、
受
身
の
技
術
だ

と
感
じ
て
い
る
。

　

相
手
を
投
げ
倒
す
の
で
は
な
く
、
共

に
成
長
し
、
自
分
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
点
も
合
気
道
の
魅
力

で
は
な
い
か
と
、
取
組
の
中
で
強
く
感

じ
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
整
然
と
落
ち
着
い
て

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
礼
を
大
切
に

し
、
作
法
と
し
て
身
に
付
い
て
く
る
中

で
心
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

よ
う
に
思
う
。

　

何
よ
り
も
私
自
身
が
授
業
を
通
し
て

合
気
道
の
魅
力
を
感
じ
、
楽
し
く
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
た
。
３
年
間
の
指
導

経
験
を
通
じ
て
、
少
し
ず
つ
合
気
道
を

理
解
で
き
て
き
た
よ
う
に
感
じ
る
。
新

た
な
価
値
観
と
人
と
の
出
会
い
を
も
た

ら
し
て
く
れ
た
合
気
道
、
そ
し
て
講
師

と
し
て
お
世
話
に
な
っ
た
綾
部
市
合
気

道
協
議
会
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
し
た

い
。

本
校
の
生
徒
19
名
が
演
武
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た

め
、
本
年
度
の
授
業
は
、
演
武
に
向
け

た
練
習
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
結
果
と

な
っ
た
が
、
生
徒
た
ち
は
短
い
練
習
期

間
の
中
で
４
つ
の
技
を
習
得
し
、
演
武

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

近
畿
各
地
の
合
気
道
場
の
方
々
350
名

以
上
が
見
守
る
中
、
授
業
の
成
果
を
披

露
す
る
場
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と

は
、
生
徒
が
授
業
に
取
り
組
む
意
欲
を

非
常
に
高
め
た
。
ま
た
大
き
な
緊
張
の

中
の
演
武
で
あ
っ
た
が
、
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
経
験
に
な
っ
た
よ

う
に
感
じ
る
。

〝
戦
わ
な
い
〟
合
気
道

　

合
気
道
に
取
り
組
ん
で
き
た
中
で
感

じ
た
魅
力
の
一
つ
は
、
戦
わ
な
い
と
い

う
点
で
あ
る
。
現
代
の
ス
ポ
ー
ツ
に
お

い
て
は
、
勝
利
す
る
こ
と
が
最
大
の
価

値
と
さ
れ
る
風
潮
が
強
く
、
そ
こ
だ
け

に
執
着
す
る
部
活
動
や
武
道
は
、
青
少

年
育
成
に
対
す
る
弊
害
を
及
ぼ
し
て
い

じ
る
こ
と
を
初
め
に
徹
底
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
丁
寧
な
礼
法
を
行
う
こ

と
で
、
合
気
道
の
特
性
で
あ
る
相
手
を

思
い
、
周
り
の
者
へ
感
謝
す
る
心
を
教

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
本
年
度
は
、
綾
部
市
に
お
い
て

植
芝
守
央
道
主
に
よ
る
講
習
会
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
演
武
会
で
は
、

て
行
い
、
初
め
て
見
る
生
徒
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
り
、
合
気
道
を
や
っ
て
み
た
い

と
思
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今

回
は
視
聴
覚
教
材
を
用
い
た
が
、
合
気

道
の
特
性
を
学
ば
せ
る
際
に
視
聴
覚
教

材
を
利
用
す
る
こ
と
は
効
果
的
で
あ
る

と
わ
か
っ
た
。

　

武
道
授
業
に
お
い
て
、
礼
節
を
重
ん

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
ま
た
、
合
気

道
と
い
う
武
道
を
通
し
て
日
本
の
礼
儀

作
法
を
学
び
、
そ
れ
は
世
界
に
誇
れ

る
日
本
の
文
化
で
あ
る
な
と
感
じ
ま
し

た
。

　

10
月
27
日
に
綾
部
市
総
合
運
動
公
園

体
育
館
で
行
わ
れ
た
演
武
会
で
は
、
と

て
も
緊
張
し
た
け
れ
ど
、
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
の
前
で
行
う
演
武
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
の
位
置

だ
っ
た
の
で
上
手
に
行
わ
な
い
と
い
け

な
い
と
思
っ
て
、
受
け
の
人
と
一
緒
に

練
習
か
ら
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
苦
手

だ
っ
た
小
手
返
し
も
、
教
え
て
頂
い
た

コ
ツ
を
思
い
出
し
て
、
し
っ
か
り
で
き

て
い
た
と
思
い
ま
す
。
他
の
技
も
落
ち

着
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
が

発
揮
で
き
た
の
で
、
い
い
演
武
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
道
主
・
植
芝
守
央
先
生
の
演

武
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
身
の
こ
な
し

や
そ
の
視
線
か
ら
、
な
に
か
違
う
オ
ー

ラ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
講
習
会
の
お
礼
と
し
て
植
芝
先

生
に
花
束
を
渡
す
と
き
は
と
て
も
緊
張

し
た
け
ど
、
と
て
も
い
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。

し
た
。
そ
の
と
き
、
合
気
道
を
一
緒
に

や
る
時
間
が
あ
り
ま
し
た
。
ル
ー
メ

ア
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
人
た
ち
は
も
ち

ろ
ん
合
気
道
を
す
る
の
は
初
め
て
で
、

言
葉
も
ほ
と
ん
ど
通
じ
な
い
状
態
で
し

た
。
し
か
し
、
一
生
懸
命
先
生
の
動
き

を
見
て
、
一
緒
に
合
気
道
を
す
る
の
は

楽
し
か
っ
た
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
人
た
ち
と
日
本
の
武
道
を
す
る
と
い

う
機
会
は
め
っ
た
に
な
い
こ
と
な
の

で
、
い
い
体
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
合
気
道
を
一
緒
に
し
た
こ
と
で
、

一
気
に
打
ち
解
け
、
心
が
通
じ
合
っ
た

手て

返が
え

し
」
で
す
。
前
に
行
っ
た
と
き
と

足
の
運
び
が
変
わ
っ
て
い
て
、
や
や
こ

し
く
て
全
然
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

た
ち
が
わ
か
ら
な
く
て
困
っ
て
い
る
と

き
に
先
生
が
来
て
丁
寧
に
教
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
足
の
運
び
や
手
の
か
っ

こ
い
い
切
り
方
を
教
え
て
く
だ
さ
っ

て
、
で
き
る
よ
う
に
は
な
っ
た
け
ど
、

他
の
技
と
比
べ
る
と
や
っ
ぱ
り
少
し
苦

手
で
１
番
苦
労
し
た
技
で
し
た
。

　

去
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ
ド
ニ

ー
の
ル
ー
メ
ア
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
人

た
ち
が
３
日
間
、
上
林
中
学
校
に
来
ま

合
気
道
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

綾
部
市
立
上
林
中
学
校　

３
年

波
多
野　

安
美

　

合
気
道
を
初
め
て
行
っ
た
と
き
は
、

相
手
と
心
を
合
わ
せ
て
技
を
す
る
と

か
、
気
と
か
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
嘘
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
３
年
間
先
生
方
と
合
気
道

を
や
っ
て
き
て
、
そ
れ
ら
は
と
て
も

大
事
な
こ
と
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
取

り
が
技
を
か
け
て
い
て
も
、
受
け
が
上

手
に
受
け
身
を
と
ら
な
い
と
い
け
な
い

し
、
両
方
が
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て

い
な
い
と
合
気
道
は
成
り
立
た
な
い
の

だ
と
思
い
ま
す
。
先
生
が
「
指
の
先
か

ら
気
が
出
て
い
る
」
と
言
っ
て
受
け
の

人
が
起
き
上
が
れ
な
か
っ
た
の
は
驚
き

ま
し
た
。
そ
れ
が
合
気
道
な
ん
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。

　

私
が
こ
れ
ま
で
行
っ
た
技
の
中
で
１

番
楽
し
か
っ
た
の
は
、「
四し

方ほ
う

投な

げ
」
で

す
。
初
め
て
行
っ
た
と
き
は
、
複
雑
で

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、

技
の
か
け
方
や
コ
ツ
を
教
え
て
い
た
だ

い
て
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
投

げ
た
と
き
の
感
触
が
よ
く
て
「
楽
し
い

な
」
と
感
じ
ま
し
た
。

　

逆
に
、
１
番
苦
手
だ
っ
た
技
は
「
小こ

特別講習会で道主に花束を贈呈した波多野安美さん（左）

１ ２合
気
道
授
業
の
意
義

と
生
徒
の
実
態

外
部
指
導
員
導
入
の

経
緯

３ ４ ５ ６合
気
道
の
魅
力

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

７○
○
○
○
○
○

８○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

指
導
後
に
感
じ
た

成
果
と
課
題

植芝守央合気道道主特別講習会の後に行われた演武会で
演武を披露する上林中学校の生徒

（平成 25年 10月 27日・綾部市総合運動公園体育館）


